








































































































































































































































































































(2〕石川潤二郎 「江島其積作 『富士浅間裾野桜jの研究」 （『近世中期文学の諸問題j所収、昭和四十
一年、明善堂書店）。
C:｛）内山美樹子 「延享寛延期の竹本座の作品と並木宗輔」 （『演劇研究j昭和四十三年十月、後に 「I菅
原伝授手習鑑jなどの合作者問題」で 『浄瑠璃の十八世紀j所収、平成元年、勉誠社）。









（主）注4森修前掲書、近石泰秋 『操浄瑠璃の研究j （昭和三十六年、風間書房） 。
⑩川口節子「豊竹越前少橡の活躍JI黄金時代の浄瑠璃とその後j岩波講座歌舞伎・文楽第九巻、平
成八年、岩波書店） 。
＊討議要旨
山下則子氏は、改作前後での相違は何か、と尋ね、発表者は、業病平癒の部分が運命劇として描か
れているのは共通するが、竹本座に移った改作後の方は親子恩愛劇という面が強くなっている、と答
えた。
木越治氏は、お家騒動でなくなった理由は何か、作者の性なのか、と尋ね、発表者は、むずかしい
ところだが、宗輔が忠義よりも運命的なものを描きたかったからではないか、と答えた。
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